
○堺市水道ビジョン懇話会の開催趣旨について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○人口減少社会の到来 ⇒ 給水人口及び給水量の減少に伴う料金収入の減少 

○給水量の減少による施設効率の低下    

○東日本大震災等を受けた危機管理意識の高まり 

新水道ビジョン 
（厚生労働省 H25.3 公表） 

公営企業の経営に当たっての留意事項 
（総務省 H26.8 通知） 

インフラ長寿命化計画 
（関係省庁連絡会議 H25.11決定） 

堺市水道ビジョン（計画期間：平成２８年度から１０年間）の策定（中期経営計画と施設整備計画の一本化） 

大阪府水道整備基本構想 

（おおさか水道ビジョン） 
（H24.3 策定） 

 

 

大阪府の動き 

安全  

強靱 持続 取組みの 

方向性 

水道事業ビジョンの策定 
【主な内容】 

◇アセットマネジメントの導入 

◇施設更新・耐震化の推進 

◇官民連携・広域化の活用 

○給水人口の減少と老朽化した施設の増大 

○災害リスクの高まりと危機管理対策強化の必要性 

○給水量・料金収入の減少による財政への影響 

○経営資源の減少によるお客さまサービスへの影響 

経営戦略の策定 

【主な内容】 
◇計画期間は 10 年間を基本 

◇企業の現状と将来見通しを踏まえ、効

率化・経営健全化の取組方針を明記 

◇支出と収入が均衡した形で「財政計

画」を策定 

堺市を取巻く環境の変化 

インフラ長寿命化基本計画 

府域水道の将来像 

○人口減少社会に対応した施設整備・維持管理・水質管理のあり方 

○災害・事故を想定したリスクマネジメントのあり方 

○持続的な財政運営に向けた中長期的な経営のあり方 

○官民連携や広域連携を活用したお客さまサービスのあり方 

安全安心な水を 

将来にわたってお届けし、 

お客さまに信頼され、 

愛される堺の水道をめざして 

ビジョン策定の視点（論点） 

求められる対応 水道事業を取巻く環境の変化 

府域一水道に向けた 

更なる広域化の推進 

将来の理想像 

 

個別施設計画の策定 
【主な内容】 

◇計画期間は 10 年間以上 

◇各施設の状態等を踏まえ、対策の優

先順位の考え方を明確化 

◇中長期的な視点で、修繕・更新（耐

震化）・統廃合・長寿命化等の対策と

実施時期を明記 

大阪広域水道企業団と四條畷

市、太子町及び千早赤阪村と

の統合協議 

水道事業体の 

運営基盤の強化 

公共施設等総合管理計画 

国の動き 

資料 2 

○厳しさを増す経営環境への対応と安定したサービスの提供 

○事業の拡張から給水人口等の減少を前提とした施策への転換 

○多様な災害・事故等への対策と関係者間の相互応援体制の構築 

 


